
 

様式Ｃ－１９ 

 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 
平成２４年５月３０日現在 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）：本研究は、近年再評価されつつあるガーンディーに関する文献購読、

史資料調査、および現地調査（インドのアフメダーバード、ワルダー、イギリスの大英博物館、

南アフリカのダーバンなど）を行い、ガーンディーの歴史的役割の重要な一端（非暴力的な紛

争解決）の詳細とその影響を明らかにすることが出来た。具体的には、彼は、当時の南アフリ

カに存在した紛争（人種差別）を非暴力的に解決する「方法としての非暴力」をこの時代に編

み出し、それによって有色人種（インド人＆中国人）に対する白人の人種差別の一角を崩すこ

とに成功したのである。のみならず、この方法は、北欧、中東（イラン）の紛争解決、米国の

人種差別反対運動にも影響を与えた。 
 
研究成果の概要（英文）：We conducted research on M. K. Gandhi through group meetings for 
reading the text, as well as by archival and field research, including Ahmedabad and 
Wardha in India, the British Library in the U.K. and Durban in South Africa, and were 
able to show aspects of the role he played in history. 
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１． 研究開始当初の背景 
 
（１）本研究の背景には、1989 年に冷戦が
崩壊したにもかかわらず、インド以西～中東
にかけては、イラク戦争は継続しており、平
和な社会の到来は、いまだ遠い状態である。
しかし、インドは、こうした戦火に巻き込ま
れることなく、紛争を相対的には平穏に解決
してきたようにみえるのは、何故だろうか。
我々は、その謎をインド近代史のなかに探ろ
うとするものである。 

 
（２）インド近代史にあっては、イギリス帝
国に対する植民地インドの独立運動が、ほぼ
中心をなしている。そのインド近代史におい
ても、インド大反乱（1857 年）にみられる
ように、大規模な武力蜂起が行われた時代も
ある。しかし、1920 年代から、Ｍ．Ｋ．ガ
ーンディーを指導者とする民衆運動が、運動
の主流となっていったとき、それは、非暴力
的な不服従運動へと戦術を転換し、ほぼ非暴
力のうちにインド独立を勝ち取ったのであ
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り、その後の英印関係など、国際関係の円滑
な運営にもつながったのである。 

 
（３）インド近代史のなかにおいて培われ、
伝統となっている非暴力による紛争解決の
方法は、インド以西～中東では、採用されて
いないように見える。それは、インド研究者
にとっては、非常に不思議な現象であった。 
 
 
２．研究の目的 
 

上記の説明であきらかにしたように、本研
究の目的は、以下の２つである。 
（１）ガーンディーの運動における「非暴力」
運動の具体的な構造をインド史研究の文脈
から明らかにすること。何故、非暴力という
方法が思いつかれ、かつ、採用され、成功し
たのかを明らかにすること。 
（２）こうしたガーンディーらの非暴力思想
とその運動の方法は、アメリカ、中東、北欧
など、世界各地の運動にあっては、どのよう
な影響をもったのかを明らかにすること。 
 
 
３．研究の方法 
 
（１）まず、研究者をその専門に応じて、以
下の２つの群にわけて研究をおこなった。 

 
①インド地域研究者 
長崎暢子、篠田隆、田辺明生、石井一也、
インド地域研究者は、ガーンディーの方法
を採用した運動が展開されたインド諸地
域、すなわち、ガーンディーの故郷である
グジャラート地方をはじめとするインド
西部を篠田が担当した。ついで、オリッサ、
ビハール、ベンガル、ＵＰなどを中心とす
るインド北東部を田辺、長崎が担当し、そ
れぞれの地域におけるガーンディーの運
動の展開を研究した。 

 
②インド以外の地域におけるガーンディー
の運動については、それぞれ、以下の研究
者が担当した。 即ち、アメリカ（油井大
三郎）、中東(酒井啓子)、北欧(清水耕介)
の 3 人である。 

 
（２）研究者は、それぞれ、上記分担地域の
資料収集、現地調査にもとづき、実証的研究
を行い、成果を研究会、学会などをつうじて、
公表し、反応や論争を行ってきた。公表した
ものについては、「５．主な発表論文」の項
に記した。（含単著） 
 
 
 

４． 研究成果 
 
（１）第一に、ガーンディーの「非暴力」に
よる紛争解決の方法」を、その思想と理論の
次元において、詳細に分析したことである。 
 
（２）第二に、この方法が、これまで、アジ
アにおいて、活用され、展開された事例を研
究したことである。 それが、「アジアにお
ける暴力・非暴力の展開」として、第２部を
なす。それらの成果は、下記のように、諸論
文となっている。また、（ｂ）に記す書籍に
は、ガーンディーの非暴力運動を中心に、世
界において、使われた非暴力運動の事例研究
が収められており、アジアをはじめとして、
世界への影響の広さがうかがわれる。参考：
長崎・清水共編著『紛争解決・暴力と非暴力』
ミネルヴァ書房 2010 
 
（３）発信に関しては、本研究の進捗だけが
原因ではないかもしれないが、酒井啓子、油
井大三郎、清水耕介、長崎暢子など、本研究
のメンバーたちは、さまざまな学会、研究会
から、招待され、ガーンディーについて、あ
るいは非暴力について話してほしいといわ
れることが多かった。結果として、非暴力的
紛争解決の方法の研究の重要性を実感して
いる。 
 
（４）ガーンディーが作り、その後、ガーン
ディーの弟子たちによって運営されている
ワルダの「修道場（アーシュラム）」に滞在・
調査することができ、ガーンディー思想・運
動は、現在でも、活きていることが理解され
た。 
 
（５）インド、イギリス、南アフリカなど現
地調査を実行することができ、かつ史資料の
収集も大いに進展した。 
 
（６）本格的なガーンディー研究は、現在、
諸学問、とりわけ、人文・社会分野において、
成果を待たれている、という実感を持てた。
また、イスラーム圏にあっても、イランなど
には、少なくとも、その影響がみられること
が判明した。 
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